
あおぞらフォトギャラリー

あおぞら財団とは

1960年代から問題となった大気汚染公害によって、多くの人が健康被害を受けました。その責任を問う西淀川公害裁判（1978～
1998）では公害患者が勝利しました。患者は「手渡したいのは青い空」を願い、裁判の和解金の一部を使って1996年にまちづくり
組織・あおぞら財団を立ち上げました。まちづくり・資料館・環境学習・公害患者の保健・国際交流の事業を行い、持続可能な地域
づくりに取り組んでいます。

お知らせ

●第45回公害環境デー
日　時：2017年2月4日 10:00－18:30
場　所：エルおおさか 南館ホール
テーマ：「いま、あらためて原発を問う」
主　催：第45回公害環境デー実行委員会
事務局：大阪から公害をなくす会：TEL 06-6949-8120
http://oskougai.com/

●第4回 日中環境問題サロン
「中国の公害・環境問題と環境NGOの取り組み」
日　時：12月21日（水） 18：00-20：30
会　場：大阪グランフロント アクティブスタジオ
（大阪市北区大深町3-１グランフロント大阪 
   ナレッジキャピタル 北館2F）
スピーカー：中国で活躍する専門家、環境NGOメンバー数名
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【1F】地域交流スペース「あおぞらイコバ」
会議、ギャラリー、コンサート、上映会などにご利用いただけます。
午前：1,000円／午後：1,300円／夜間：1,300円／全日：3,000円
【5F】西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）
西淀川公害や環境について、地域の歴史などが知りたい人は
ぜひお越しください。
開館日 月曜日と金曜日（10：00～17：00）／要事前電話予約
●いずれも、予約・お問い合わせは４F事務所へ

あおぞらビル

あおぞら財団への寄附や賛助会費は、税制上の優遇措置があります。
●賛助会員　会員の方には機関紙「りべら」などをお送りします。
　【年会費】 個人：年一口5,000円、学生：年一口2,000円、
　　　　　 法人・団体：年一口10,000円
●会費・寄附の振込先
　＊郵便振替口座 00960-9-124893　加入者名：あおぞら財団
　＊三菱東京ＵＦＪ銀行 歌島橋支店　普通 3764689
　　口座名義：あおぞら財団賛助会員

会員・寄附募集

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル４階
（TEL）06-6475-8885 （FAX）06-6478-5885
電子メール:webmaster@aozora.or.jp  http://aozora.or.jp/

デンマーク式の子ども自転車教室を行いま
した。子ども達はゲームを通して、自転車での

バランスのとり方や動かし方、他者の自転車の動き
の予測について学びました。（2016.10.9・10）

まちづくり

ニシヨドガワ ノラシゴト2016　親子で始め
る菜の花栽培 搾油イベント(2016.8.27)

大阪市内で採用された新任の先生方78人を
対象に西淀川公害を取り上げた人権研修を行

いました！（2016.8.17）

環境学習

まちづくり

りべら（L ib e l l a）はラテン語でトンボの意味です。あおぞら財団はトンボが飛び交うまちの再生を願って活動しています。

特集：あおぞら財団20thアニバーサリー
　　  20年の道のり山あり谷あり・・・１
　　　　森脇君雄さんからメッセージ・・・４

　　　　西淀川公害患者と家族の会からメッセージ・・・４

　　　　公害地域再生に大切な視点 宮本憲一・・・５

　　　　これまでと今後の財団活動-20年を節目として- 村松昭夫・・・8

忙中一筆 傘木宏夫・・・7

ぶらりとゆるりと西淀川めぐり・・・９

世界の大気汚染と交通政策 II．インド編・・・９

西淀川モノづくり会社・・・１０

リレー連載 あおぞら財団にじゅうまる！
道路・交通環境に関わる、あおぞら財団の２０年の取り組み・・・１１

あおぞら財団職員とあおぞらビル、歌島橋交差点
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あおぞら財団がまちづくりのために、最初に行った基礎調査で

す。1996年から京都大学の神吉紀世子評議員とあおぞら財団事

務局が協議して案を練り、西淀川の原風景の聞き取り調査な

ど、市民参加型で行われました。これらの成果が

『都市に自然をとりもどす』（学芸出版、2000）とし

て出版されています。

まちあるき探検隊で西淀川の情報を集める

20
年
の
道
の
り  

山
あ
り
谷
あ
り

西淀川公害裁判が和解した1998年当時、未解決の大気汚染問題は「自動車」でした。国

土交通省は、和解後に沿道改善事業として、緑化や環境ロードプライシング、歌島橋地

下道整備などの施策を講じていきます。あおぞら財団でも、それらの施策が行われる

ための提案活動を行ってきましたが、公害軽減につながる取り組みとして、2003年か

ら中小運輸事業者へのデジタルタコグラフを導入し、エコドライブを推進する取組を

始めます。大阪府トラック協会や池田市、大阪大学と協働してこの事業をやり切り、

2006年の地球温暖化防止活動環境大臣表彰を受賞しました。その後は、車に依存しな

いまちづくりを目指して、自転車まちづくりを推進し、御堂筋サイクルピクニックの

開催やタンデム自転車の普及に努め、2016年8月には二輪タンデム自転車が、大阪府

内の公道で走行できるようになりました。

エコドライブでトラック事業者
との協働、自転車まちづくり

設立当初は公害患者のリハビリとし

て、園芸療法という方法を模索してお

り、「ふくの庭」で実践を重ねていました

が、その後は水中リラックス教室の試みを経

て、公害患者の健康維持を目的に「呼吸リハビリテーション」に取

りくんでいます。現在は「楽らく呼吸会」と題して、診療所で呼吸

器疾患の患者と勉強会を開催し、一方で医療従事者のための講習

もおこなっています。これらの事業の基礎となった調査が、2002年の「公害病認定患者の生活実態

調査」です。これにより、公害患者が慢性的に抱えている息苦しさを解決するためのリハビリが必要

であること、公害患者の高齢化と独居の状況が、発作による孤独死を引き起こしていることが把握

され、呼吸リハビリテーションのプログラム開発や、デイサービスセンターあおぞら苑の開設につ

ながっていきました。

公害患者意識調査からデイサービスセンター「あおぞら苑」
呼吸リハビリテーション

あおぞら財団ができるきっかけとなった「地域再生マップ」に「公害資料館」が書き込まれてお

り、設立当初から公害の経験を後世に伝えるための活動が行われることとなりました。その活

動は、西淀川に留まらず、全国の公害地域に公害資料の保存を呼び掛け、環境庁文書をはじめ

とする公害・環境問題資料の保存に関する緊急要請（2000）を行う側面もありました。資料を

収集し目録化する中で、大阪人権博物館（リバティおおさか）にて企画展（2002）をする機会を

得、資料保存の重要性を公害患者に理解してもらえるようになりました。2006年3月にはあお

ぞらビルの5階を「西淀川・公害と環境資料館（エコミューズ）」としてオープンし、資料の電子

化や研修に取り組むことになります。研究成果として『西淀川公害の40年』（ミネルヴァ書房、

2013）の刊行や、環境再生保全機構webサイト「記録で見る大気汚染と裁判」にて西淀川・四日

市・倉敷の公害裁判の資料の整理・公開を行ってきました。現在は、公害資料館ネットワークの

事務局を担い、公害資料館連携フォーラムを年に1回開催しています。

「西淀川・公害と環境資料館」オープン、
公害資料館ネットワークの事務局に
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この活動は良かったな。歩くことで新し
い町を発見して楽しかったです。患者に
とってもいい経験だったよ。

公害をなくすことと自転車が当初は結びつ
かなくて、どうかなと思っていたけれど、成
果を出しているのはすごいと思っています。

実態調査があったから、あおぞら財団は
全国の公害患者に信頼をされ、環境省か
らも信頼されたのだと思います。

環境省の職員研修を受け入れることがで
きるようになったのはすごい。行政に患
者の実態を伝えることができるのは、あ
おぞら財団しかできないと思っています。
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2005年から始まった国連ＥＳＤの10年に伴い、2006年から環境省ではモデル地域の募集が始ま

りました。西淀川は2007・2008年とモデル地域となり、これまで西淀川地域で行っていた環境教

育に関わる人たち、社会教育や学校教育に携わる人たちが一堂に会して、これからの西淀川の

「持続可能な開発のための教育」について議論して、そこから生まれたのが菜の花プロジェクト

です。西淀川高校の環境教育の一環としてスタートし、佃地域や浜田化学（株）との連携、様々な

団体との協力体制、（株）ニチノーサービス敷地内で菜の花を育てるニシヨドガワノラシゴトに

広がりをみせ、現在も、西淀川各地で廃油の回収が続けられています。ＥＳＤの考え方を踏まえ

て、公害地域の今を伝えるスタディツアーの実践や全国各地にある公害資料館の連携・協働をす

る体制を造ることとなりました。これらの取組が、日本におけるＥＳＤの好事例として内閣府の

ジャパンレポート（2014）に掲載されています。

環境教育から、公害地域のＥＳＤ
（持続可能な開発のための教育）

2006年に植田和弘理事主宰で「西淀川地域

再生研究会」が開催され、これからの西淀

川のまちづくりを検討した結果、環境と福祉を統合する参加型交通まちづくりの

実践を試み、バリアフリーについて検討と提言を重ねてきました。2011年に東日本大震災

が起こり、要援護者の避難が問題視される中で、西淀川における災害時の避難について取り組むこ

ととなりました。要援護者には公害患者も含まれるからです。2013年には西淀川区役所と共に要援

護者の避難訓練や、福祉避難所の開

設訓練などを行いました。現在は、

防災絵本『西淀川にたいふうがき

た』を作成し、区内の小学校で防

災の出前授業を行っています。

交通・福祉のまちづくりから
防災まちづくりまで

公害の経験を英訳したり、1997年からはアジアのＮＧＯとの交流

や、1998年からは海外からの研修の受け入れを行ってきました。

2007年からは中国の環境ＮＧＯとの交流に重点を置き、中国政法大

学公害被害者法律支援センター（ＣＬＡＰＶ）や、環友科学技術研究中心などの協力を

得て、中国における公害の現状の情報交換、日本企業へのアクショ

ンのお手伝いなど、友好関係を築いてきました。環友科学技術研究

中心が編集した環境教育の教科書に西淀川公害が掲載されたり、

ＣＬＡＰＶの王燦発先生が最高人民法院の裁判官へ西淀川公害の

ことを講義してくださったりしています。

国際交流  中国の環境教育の教科書に
西淀川公害が記載されています

最初は地域再生ということが何かは分からずに、大き

な夢を描いていましたが、一つ一つこなすことでその

大きな夢が、現実的になっていきました。スタッフがプ

ロ化して、評判も高いことがうれしいです。あおぞら

財団がやってきていることに、私はまったく不満はあ

りません。

財団を作ったら、企業も自治体も共にやってくれると

信じていたのに、裁判の「しこり」、運動の「しこり」が

残っていて、行政との関係性や、地元の人たちとの関

係性がうまくいきませんでした。裁判をしていた時は

「しこり」に気がついていませんでした。本当は、まち

づくり案は地域の人たちと創らなければならなかっ

たと、今では思いますが、当時はこちらが大きな希望

を出せば出すほど、地域からは反発を受けてしまいま

した。当時の私たちの態度は運動的で、地域の人たち

森脇君雄さん（初代理事長、西淀川公害患者と家族の会会長）から
メッセージ

あおぞら財団が作り出す学びの場で、公
害患者が語り部をして、公害の経験を受
け継いでいく活動の重要性を実感して
います。これは患者の願いやから。

区役所や地域と、一緒に活動できるように
なったことが本当によかったと思います。

人と人との関係を
つないでいること
に意義があると感
じています。

と対話ができていなかったと思います。

最近の財団の手法は、患者会とは「角度が違う」と思

います。特に自転車などは、違いを感じるが成果を出

しているのを見るとそれでいいと思っています。たく

さんの人が西淀川に研修に来て、患者会は語り部と

して協力していますが、あおぞら財団が西淀川公害

のことを広く伝えようとがんばっているのがよく伝

わってきます。私たちも、西淀川公害が地域の中で、

日本社会の文脈の中で、消えかけていることを実感

することが多くなってきました。あおぞら財団が公害

を受け継ぎ、伝えるということに必死になっているか

ら、私たちは信頼しています。スタッフが公害のこと

を理解し、公害患者を思い、活動しているのが伝わっ

ています。芯さえしっかりしていてくれたら、どこから

切り出しても大丈夫だと思っています。

地域の信頼を得て、地域の学校に授業に行ったり、イ

ンターンシップ生などの若い人も事務所に出入りして

いて、いい雰囲気になってきたと思っています。

永野 千代子さん

岡崎 久女さん 山下 晴美さん

岡崎：もうあおぞら財団がハタチになったん？？　ハタチおめでと

う！！！（拍手）あおぞら財団ができてホンマによかったと思うよ。

山下：語り部ができてることとか、ホンマにあおぞら財団があってよ

かったって思ってるわ。

岡崎：語り部やってると、ぼけなくてすむからね（照れ笑い）。語り部

の度にまだ緊張するけど。

山下：語り部は、最初は嫌やった。人前でしゃべることがこれまでな

かったからね。

岡崎：最近は、しゃべるためにたすきをかけたら一分でスイッチが入る。

山下：しゃべらな帰られへんようになってる（笑）。

岡崎：しゃべったこと、ちゃんとわかってくれているか不安になるけ

ど、語り部していると元気になる。元気が出る。

山下：小学校5年生に励まされたりして、うれしくなる。

岡崎：全く知らない人たちにしゃべるんやけど、勝手に友達ができて

るような感覚になる。

山下：こないだ、同窓会の近況報告に、語り部活動のことを書いた

のよ。これまで仲のいい人にしか公害のことを言ってこなかったけ

れど。カミングアウトや。

あおぞら財団のこと、最初はとっつきにくいかなって思ってたけれ

ど、りべらの発送ボランティアしたりして、みんなと仲良くなって

いったわ。みんな面白い人たち。

岡崎：昔は、あおぞら財団のまちあるきとか、イベントもたくさん出

て、最近やったらノラシゴトに参加してきたけど、最近は、空き地見

ると「菜の花植えたらいいのに」って思ってるんよ。

永野：私ら歳を取っていくけど、これからの若いあおぞら財団の人

たちに、活動をゆだねられる。西淀川の空気をもっときれいにして住

みやすい街にしてほしい。信頼もしている。患者会は患者会でこれ

からも活動するけど。

みんな：歳とってきて、自分の心配もしなあかんけどな（爆笑）

あおぞら
財団をつくった

あおぞら
財団をつくった
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の
は
、公
害
対
策

と
し
て
は
、不
十
分
で
あ
る
。公
害

裁
判
の
目
的
は
公
害
を
な
く
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、被
害
へ

の
賠
償
と
同
時
に
公
害
を
差
し
止

め
る
、そ
し
て
、公
害
地
域
を
正
常

な
環
境
に
再
生
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。し
か
し
四
大
公
害
裁
判
の

時
代
は
人
格
権
が
確
立
し
て
い
ず
、

財
産
権
の
賠
償
と
は
こ
と
な
る
健

康
障
害
の
因
果
関
係
を
認
め
さ
せ

る
法
理
の
確
立
に
死
力
を
尽
く
さ

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。幸
い
に
し

て
、疫
学
が
採
用
さ
れ
、共
同
不
法

行
為
や
立
地
の
過
失
が
認
め
ら
れ
、

勝
訴
で
き
、人
格
権
は
確
立
し
た

が
、公
害
を
差
し
止
め
、環
境
権
を

確
立
す
る
こ
と
ま
で
は
で
き
な

か
っ
た
。し
た
が
っ
て
、公
害
を
差

し
止
め
、環
境
を
再
生
す
る
課
題

は
西
淀
川
公
害
問
題
以
後
の
裁
判

の
課
題
と
な
っ
た
。

裁
判
闘
争
に
公
共
的
な

意
味
合
い
を
賦
与

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
よ
う
に
公
害
裁

判
の
賠
償
金
を
一
部
プ
ー
ル
し
て
、

環
境
地
域
の
再
生
を
目
指
し
た
と

い
う
こ
と
は
、は
じ
め
て
公
害
闘
争

が
公
共
的
な
意
味
合
い
を
持
っ
た

と
言
え
る
。個
人
の
人
権
の
回
復
で

お
金
を
も
ら
う
の
は
正
し
い
し
、や

ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、そ
れ
だ
け
で

い
い
わ
け
で
は
な
い
。四
大
公
害
裁

判
の
と
き
は
、損
害
賠
償
だ
け
で
終

わ
っ
た
ら
お
し
ま
い
だ
と
ず
っ
と

思
っ
て
い
た
。

ベ
イ
エ
リ
ア
全
体
の
問
題

か
ら
そ
う
い
う
組
織
を
作
っ
て
い

か
な
い
と
、大
阪
は
ど
ん
ど
ん
大
変

に
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。

市
民
運
動
は
自
立
を
目

指
す

市
民
運
動
ら
し
い
市
民
運
動
と
は
、

自
立
だ
ろ
う
。こ
れ
は
難
し
い
。Ｎ

Ｐ
Ｏ
は
補
助
金
が
欲
し
い
か
ら
行

政
組
織
と
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。

あ
お
ぞ
ら
財
団
が
設
立
さ
れ
る
と

き
に
意
見
の
相
違
が
あ
っ
て
、も

う
少
し
市
民
運
動
的
な
役
割
を
持

た
な
い
と
、財
団
が
シ
ン
ク
タ
ン

ク
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
面
白
く

な
い
と
言
っ
て
き
た
の
だ
が
、職

員
に
運
動
を
や
れ
と
い
う
の
は
難

し
い
。本
来
で
あ
れ
ば
、あ
お
ぞ
ら

財
団
と
共
に
活
動
す
る
市
民
運
動

が
あ
る
と
、あ
お
ぞ
ら
財
団
に
活

力
が
出
る
と
考
え
て
い
る
。あ
お

ぞ
ら
財
団
が
、シ
ン
ク
タ
ン
ク
的

な
も
の
、市
民
運
動
的
な
も
の
を

す
べ
て
担
う
の
は
、大
変
な
状
況

で
あ
る
と
思
う
。

や
っ
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
で
は
な
い

西
淀
川
の
公
害
地
域
再
生
は
、西
淀

川
区
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。西
淀

川
大
気
汚
染
公
害
で
は
ベ
イ
エ
リ

ア
を
展
望
す
る
形
で
裁
判
を
お
こ

し
た
。公
害
地
域
再
生
は
、本
来
で

あ
れ
ば
、ベ
イ
エ
リ
ア
の
全
体
を
ど

う
い
う
形
で
公
害
地
域
か
ら
再
生

し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

尼
崎
の
南
部
や
堺
と
連
携
し
て
ベ

イ
エ
リ
ア
全
体
を
進
め
て
い
け
る

の
が
理
想
で
あ
っ
た
が
、現
在
は
そ

う
い
う
展
望
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

万
博
構
想
と
カ
ジ
ノ
構
想

今
、夢
洲
で
の
万
博
が
計
画
さ
れ
、

大
阪
湾
カ
ジ
ノ
構
想
の
問
題
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。ベ
イ
エ
リ
ア
は

そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う

批
判
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。ベ

イ
エ
リ
ア
全
体
の
展
望
と
し
て
環

境
再
生
の
視
点
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

大
阪
府
や
大
阪
市
の
ベ
イ
エ
リ
ア

に
対
す
る
施
策
な
ど
の
動
き
を
常

に
見
て
、そ
れ
と
は
違
う
別
の
旗
印

を
あ
げ
る
こ
と
が
、一
つ
の
道
だ
と

思
っ
て
い
る
。府
や
市
の
施
策
を
批

判
す
る
組
織
が
、あ
お
ぞ
ら
財
団
の

ほ
か
に
あ
れ
ば
い
い
の
だ
が
、こ
れ

ず
っ
と
あ
お
ぞ
ら
財
団
が
や
っ
て

き
た
こ
と
は
、間
違
い
な
か
っ
た
と

思
う
。ま
ち
づ
く
り
を
し
て
情
報
を

集
め
て
い
く
こ
と
か
ら
始
め
た
こ

と
は
、良
か
っ
た
と
思
う
。た
だ
、大

き
な
展
望
と
し
て
、大
阪
市
や
大
阪

府
を
考
え
る
中
で
、西
淀
川
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
視
点
が
な
か
っ
た
。

そ
う
い
う
組
織
が
な
か
っ
た
の
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
が
狭
く
な
っ

た
原
因
で
は
な
い
か
。

今
や
っ
て
い
る
公
害
地
域
を
寄
せ

集
め
て
い
る
、公
害
資
料
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
良
い
傾
向
だ
と
思
っ
て

い
る
。歴
史
を
残
す
だ
け
で
は
な

く
、集
ま
り
な
が
ら
、地
域
を
ど
う

や
っ
て
変
え
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
考
え
て
い
く
の
だ
と
思
っ

て
い
る
。

足
元
を
見
て
、大
き
な
視

点
を
持
つ

西
淀
川
区
の
住
民
構
成
や
課
題
点

な
ど
社
会
的
調
査
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
。足
元
を
見
な
い
と
い

け
な
い
が
、大
阪
府
全
体
を
見
渡
す

よ
う
に
し
な
い
と
、西
淀
川
区
の
こ

と
も
見
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。他

の
団
体
と
の
連
帯
が
重
要
。環
境
問

題
は
公
害
だ
け
で
は

な
い
の
で
、も
っ
と
、

大
阪
の
サ
ス
テ
ィ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
、考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。

そ
し
て
、裁
判
の
被
告

企
業
と
は
、関
係
を
絶

や
さ
ず
に
ず
っ
と
対

話
を
続
け
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

宮本憲一先生は日本の公害

研究のパイオニアで、地方財

政の分析から公害の構造を

明らかにして、四日市裁判で

は被害者側の証人として法

廷に立ちました。あおぞら財

団設立のきっかけとなった地

域再生の考え方は、宮本先生

の考え方が強く影響していま

す。1996年から2011年まで

あおぞら財団理事だった先

生から、あおぞら財団ができ

た意義と、これからの公害地

域再生について語っていた

だきました。

（2016年9月13日聞き取り）

公
害
地
域
再
生
に

　
　
　
　
　
大
切
な
視
点

あおぞら財団設立時に開催した公害地域再生シンポジウム1996年3月22日

西淀川公害再生プラン（1991年）
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こ
れ
ま
で
と
今
後
の
財
団
活
動

|
20
年
を
節
目
と
し
て
|

理
事
長
　
村
松 

昭
夫

西
淀
川
再
生
プ
ラ
ン

突
然
の
帰
郷
で
、７
年
間
お
世
話
に

な
っ
た
あ
お
ぞ
ら
財
団
を
離
れ
て
14

年
。そ
の
際
に
は
皆
様
に
多
大
な
ご
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。あ
ら
た

め
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が「
共
感
ス
タ
ッ
フ
」と
し
て
訴

訟
を
支
援
す
る
活
動
に
加
わ
り
、そ

の
中
か
ら「
西
淀
川
再
生
プ
ラ
ン
」

が
生
ま
れ（
1
9
9
1
年
3
月
）、そ

の
具
体
化
を
森
脇
さ
ん
に
頼
ま
れ

て
p
a
r
t
Ⅱ
〜
Ⅵ
を
作
成
し
ま

し
た
。大
震
災
の
ど
真
ん
中
の
東
灘

区
に
い
た
私
に
、森
脇
さ
ん
は
非
情

に
も「
明
後
日
ま
で
に
次
の
計
画
を

出
し
て
く
れ
」「
今
度
は
具
体
的
な

金
額
を
入
れ
て
く
れ
」と
言
う
の
で
、

「
そ
れ
は
無
理
！
」と
返
事
す
る
と
、

「
大
事
な
時
だ
か
ら
無
理
し
て
く

れ
」と
言
う
の
で
す
。（
歴
史
的
な
局

面
が
近
い
）と
察
し
、人
生
で
唯
一

の
二
日
連
続
の
徹
夜
を
し
ま
し
た
。

仕
事
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

財
団
が
発
足
し
て
か
ら
の
私
の
仕

事
は
、環
境
省
か
ら
の
委
託
業
務

や
助
成
金
を
獲
得
し
、そ
れ
を
や

り
こ
な
す
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
ま
し

た
。必
要
な
こ
と
と
は
い
え
、「
地
域

再
生
に
役
立
っ
て
い
る
か
？
」と

自
問
自
答
す
る
つ
ら
い
期
間
が
続

き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、内
発
的
な
仕
事

お
こ
し
で
、外
部
資
金
に
頼
ら
な

い
事
業
の
ス
タ
イ
ル
を
め
ざ
そ
う

と
立
ち
上
げ
た
の
が
、2
0
0
2
年

2
月
に
区
内
の
民
主
団
体
の
方
々

と
と
も
に
は
じ
め
た「
仕
事
お
こ

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」で
し
た
。い

ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
、「
も

し
か
し
た
ら
新
し
い
財
団
の
役
割

が
見
出
せ
る
か
も
」と
思
っ
た
矢

先
の
突
然
の
帰
郷
と
な
り
ま
し
た
。

郷
里
で
の
ま
ち
づ
く
り

郷
里
に
戻
っ
て
始
め
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
地

域
づ
く
り
工
房
の
発
足
に
あ
わ
せ

て「
仕
事
お
こ
し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」（
半
年
間
６
回
）を
開
催
し
ま
し

た
。そ
の
成
果
か
ら
生
ま
れ
た
く

る
く
る
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
ミ

ニ
水
力
発
電
の
普
及
活
動
）と
菜

の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
菜
の

花
オ
イ
ル
と
バ
イ
オ
軽
油
の
普
及

活
動
）が
両
輪
と
な
っ
て
、自
主
財

源
比
率
７
〜
９
割
で
今
日
ま
で

細
々
と
続
け
て
い
ま
す
。そ
の
後
、

「
風
穴
小
屋
の
復
元
利
用
」や「
自
主

簡
易
ア
セ
ス
」と
い
う
分
野
を
開

拓
し
て
き
ま
し
た
。あ
ら
ゆ
る
活

動
が
西
淀
川
で
学
ん
だ
こ
と
に
根

ざ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
西
淀
川

便
り
に
届
く
今
日
の
財
団
の
姿
は

い
き
い
き
と
し
て
い
ま
す
。と
り
わ

け
資
料
保
存
・
利
用
の
活
動
は
、全

国
的
な
役
割
も
含
め
て
、誇
り
高
い

事
業
で
す
。一
方
で
、「
再
生
プ
ラ

ン
」の
理
想
へ
の
道
の
り
に
は
距
離

を
感
じ
ま
す
。し
か
し
、外
形
的
な

環
境
の
美
し
さ
は
、人
び
と
の
学
び

合
い
に
根
ざ
し
た
連
帯
が
内
実
に

あ
っ
て「
再
生
」と
い
え
る
も
の
に

な
る
の
で
す
か
ら
、着
実
な
道
を
歩

ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
と
心
強
く

思
い
ま
す
。あ
お
ぞ
ら
財
団
の
20
年

に
感
謝
し
つ
つ
、こ
れ
か
ら
の
20
年

の
西
淀
川
に
期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

あ
お
ぞ
ら
財
団
設
立
か
ら
20
年
、私

が
森
脇
さ
ん
か
ら
理
事
長
を
引
き

継
い
で
か
ら
も
7
年
に
な
り
ま
す
。

公
害
患
者
さ
ん
や
賛
助
会
員
の
皆

さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々
か
ら
、

財
団
へ
の
期
待
と
関
心
、物
心
両
面

の
多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

所
期
の
目
的
や
皆
様
の
期
待
か
ら

見
れ
ば
、不
十
分
な
点
や
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
が
、
20
年
間
活
動
を

続
け
る
な
か
で
、う
れ
し
い
こ
と
に
、

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
名
前
や
活
動
が

報
道
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、

様
々
な
分
野
で
広
く
知
ら
れ
、地
域

に
も
根
付
い
て
き
て
い
ま
す
。

財
団
は
、西
淀
川
公
害
裁
判
を
闘

い
抜
い
た
公
害
患
者
さ
ん
た
ち
が
、

「
子
や
孫
た
ち
に
、二
度
と
公
害
の

苦
し
み
を
味
あ
わ
せ
た
く
な
い
」

と
の
思
い
か
ら
、い
の
ち
や
健
康

を
奪
わ
れ
た
代
償
で
あ
る
和
解
金

を
拠
出
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
思
い
は
、「
公
害
と
闘
い
、地
域

再
生
の
夢
を
」（
宮
本
憲
一
先
生
の

筆
に
よ
る
石
碑
）に
集
約
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
が
財
団
の
出
発
点

で
あ
り
、過
去
も
現
在
も
、そ
し
て

今
後
も
、財
団
運
営
に
関
わ
る
者

が
最
も
心
に
留
め
、決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
原
点
で
す
。

こ
の
20
年
間
、地
域
再
生
、環
境
教
育
、

公
害
経
験
の
発
信
、環
境
保
健
、国
際

交
流
を
5
本
柱
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

20
年
を
節
目
に
、①「
環
境
・
福
祉
・

防
災
」の
視
点
か
ら
、地
域
再
生
に

取
り
組
む
、②
公
害
の
経
験
か
ら

学
び
、未
来
を
創
る
市
民
を
育
て

る
、③
国
際
交
流
に
集
約
し
、こ
れ

ら
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
な
が
ら

活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、地
域
再
生
で
は
、環
境
、

防
災
、福
祉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

行
政
と
の
協
同
も
進
み
、環
境
教

育
で
は
、教
材
作
り
を
行
う
と
共

に
研
修
や
講
師
派
遣
の
依
頼
も
増

え
、環
境
省
職
員
研
修
も
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。公
害
経
験
の
発
信

で
は
、「
公
害
地
域
の
今
を
伝
え
る

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
」を
発
展
さ

せ
た「
公
害
資
料
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
中
心
的
役

割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
環
境
保
健

で
は
、
公
害
患
者

さ
ん
ら
の
苦
痛
を

和
ら
げ
る
「
呼
吸

ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
」

の
啓
発
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、国
際
交
流
で
は
、こ
の
間

中
国
や
韓
国
な
ど
東
ア
ジ
ア
を
中

心
に
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
交
流
を
進

め
て
い
ま
す
。地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
開
設
し
ま
し
た「
あ
お
ぞ

ら
イ
コ
バ
」（
あ
お
ぞ
ら
ビ
ル
１

階
）も
、い
ま
で
は「
あ
お
ぞ
ら
市
」

の
開
催
な
ど
地
域
の
交
流
拠
点
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

傘木　宏夫（かさき  ひろお）

プロフィール：長野県大町市を拠点
とするＮＰＯ地域づくり工房代表理
事。環境アセスメント学会常務理事、
自治体問題研究所理事など。元、あ
おぞら財団研究主任。著書に『仕事お
こしワークショップ』（自治研研究社、
2012年）、『環境アセスとＶＲクラウ
ド』（フォーラムエイト出版、2015年）
など。

「
再
生
プ
ラ
ン
」
の

「
再
生
プ
ラ
ン
」
の

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

　

思
い
出
と
期
待

　

思
い
出
と
期
待

中山高原菜の花

20
年
の
活
動
に
よ
っ
て
、多
く
の

方
々
と
の
結
び
つ
き
が
生
ま
れ
、

そ
れ
が
今
後
の
財
団
発
展
の
何
よ

り
の
財
産
で
す
。慢
性
的
な
財
政

危
機
、職
員
の
質
量
の
強
化
な
ど

課
題
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、今
後

も
、公
害
患
者
さ
ん
か
ら
託
さ
れ

た
尊
い
思
い
を
心
に
刻
み
続
け
、

環
境
と
地
域
の
再
生
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

裁判資料を手に環境省職員研修にて講義

72016年11月号8 2016年11月号



92016年11月号

南　聡一郎
（京都大学大学院経済学研究科・特定助教）

あおぞら財団特別研究員

天然ガス駆動化されたオート
リキシャーは黄と緑の2色になっている

大気汚染で煙るデリー郊外の村の道

呑み処まつ元

まつ元は、お昼は定食屋、夜は居酒屋になり、いつも

地域の人でにぎわっています。お昼の定食は650円。

いつ行ってもメニューが違うのはお母さんの努力で、一

か月はメニューが重ならないようにしているそうです。

小鉢がたくさんある定食は野菜不足を補っ

てくれます。夜のチョイ飲みは980円

でビール小2杯と小鉢が2つ。

おいしくてお得です。

パスタ工房

大野川緑陰道路沿いにある生パスタのお店。ランチ時

間は女性客でいっぱいです。ランチではいろいろなパスタ

が、サラダセットやスープセットの組み合わせで選ぶことがで

きます。もちもちしたパスタは文句なしにおいしいです。お

店から見える緑陰道路がうまい具合に借景になってい

て、憩いの場になっています。夜の

利用も可です。

(イラスト：とりやまひろこ)

あおぞら財団職員がランチでよく利用するお店

第18回

林
あおぞら財団の近くにある定食屋さんと

パスタ屋さんです。職員がよく利用しています。

所  大阪市西淀川区千舟2-6-4
休  日、祝祭日（昼は月曜日）
営 11:00-13:30　17:00-23:00
☎   06-6471-4726

所  大阪市西淀川区野里3-2-19-1Ｆ
休  なし
営  11:00-16:00　17:00-22:00
☎  06-6829-7233

西
淀
川
区

役
所
の
隣
、

「
Ｓ
ｍ
Ｏ

Ｃ
Ａ
」
の

赤
い
文
字

が
目
印
の

レ
ト
ロ
な
建
物
。昭
和
10
年
に
建
て
ら
れ

た
ス
モ
カ
歯
磨
の
本
社
屋
だ
。隣
接
す
る

ビ
ル
の
２
階
に
研
究
室
、そ
の
横
の
敷
地

に
は
製
造
工
場
が
あ
り
、創
業
以
来
80
余

年
に
わ
た
っ
て
こ
こ
西
淀
川
の
ど
真
ん

中
で
歯
磨
剤
を
つ
く
っ
て
い
る
。

も
と
も
と「
ス
モ
カ
歯
磨
」は
寿
屋（
現
・

サ
ン
ト
リ
ー
）で
生
ま
れ
た
商
品
。ヤ
ニ

取
り
に
特
化
し
た
歯
磨
剤
で
、全
国
の
タ

バ
コ
店
で
販
売
さ
れ
て
ヒ
ッ
ト
し
た
。企

画
立
案
は
、寿
屋
で
多
く
の
印
象
的
な
広

告
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
・
片
岡
敏
郎
で
あ
る
。

昭
和
７
年
、寿
屋
の
歯
磨
剤
部
門
が
分
離

独
立
す
る
形
で「
株
式
会
社
寿
毛
加
社

（
現
・
ス
モ
カ
歯
磨
株
式
会
社
）」が
設
立
。

寿
屋
か
ら
移
っ
た
片
岡
の
ユ
ニ
ー
ク
な

広
告
も
相
ま
っ
て
、ス
モ
カ
歯
磨
は
さ
ら

に
販
売
量
を
拡
大
す
る
。御
幣
島
に
は
大

規
模
な
工
場
が
建
ち
、中
国
・
天
津
に
も

工
場
が
造
ら
れ
た
。し
か
し
、戦
後
か
ら

高
度
経
済
成
長
期
へ
と
向
か
う
に
つ
れ

て
、歯
磨
剤
市
場
は
大
手
メ
ー
カ
ー
の
商

品
が
席
巻
す
る
よ
う
に
な
り
、会

社
は
試
練
の
時
代
を
迎
え
る
。

「
海
外
化
粧
品
の
製
造
販
売
を
始

め
た
り
、他
社
が
発
売
す
る
旅
行

用
ミ
ニ
チ
ュ
ー
ブ
練
り
歯
磨
の
製

造
請
け
負
い（
Ｏ
Ｅ
Ｍ
）を
し
た
り

で
、な
ん
と
か
食
い
つ
な
い
で
い
る
感
じ
。

そ
う
し
て
徐
々
に
規
模
を
縮
小
し
て
い

く
時
代
が
、ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
続
き
ま

し
た
」と
は
、現
・
社
長
の
藤
野
和
仁
さ
ん
。

一
時
は「
会
社
を
た
た
も
う
」と
思
う
ま

で
に
業
績
は
悪
化
し
た
が
、あ
る
言
葉
を

ヒ
ン
ト
に
回
復
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
歯
周
病
の
研
究
で
知
ら
れ
る
歯
学
博
士

の
方
に
、ど
ん
な
歯
磨
剤
が
あ
っ
た
ら
い

い
と
思
い
ま
す
か
っ
て
聞
い
て
み
た
ん

で
す
。す
る
と
、『
歯
磨
き
の
後
、水
で
す

す
い
で
も
流
れ
ず
に
歯
に
張
り
付
く
歯

磨
剤
っ
て
つ
く
れ
な
い
の
か
な
』っ
て
言

わ
れ
た
ん
で
す
」。

そ
の
ア
イ
デ
ア
か
ら
研
究
を
重
ね
、歯
に

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
る
ジ
ェ
ル
タ
イ
プ

の
歯
磨
剤
を
開
発
。歯
科
医
院
向
け
の
製

品
で
知
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
か
ら
発
売
さ

れ
る
と
、専
門
医
を
中
心
に
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ
。

「
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、少
量
生

産
で
も
徹
底
的
に
品
質
に
こ
だ

わ
っ
た
商
品
づ
く
り
を
目
指
す

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

そ
し
て
昨
年
、ス
モ
カ
歯

磨
は
自
社
ブ
ラ
ン
ド
商

品「
コ
ス
ミ
オ
ン（
C
o
s
m
i
o
n
）」

を
発
売
し
た
。「
他
社
の
商
品
に
比
べ
る

と
、決
し
て
安
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
そ
れ

だ
け
の
質
を
備
え
た
ア
イ
テ
ム
で
す
」と

藤
野
さ
ん
は
白
い
歯
を
見
せ
る
。

経
営
が
厳
し
か
っ
た
時
期
、コ
ス
ト
削
減

の
た
め
に
地
方
へ
の
工
場
移
転
を
考
え

た
。そ
れ
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
た
の
は
、

地
元
・
西
淀
川
の
パ
ー
ト
の
人
た
ち
だ
と

い
う
。

「
歯
磨
剤
づ
く
り
っ
て
、人
手
も
い
り
ま

す
し
、知
識
や
経
験
も
必
要
で
す
。ど
こ

か
地
方
に
パ
ッ
と
移
っ
て
果
た
し
て
つ

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。考
え
て
い
く
と
、

や
っ
ぱ
り
西
淀
川
の
人
た
ち
の
助
け
を

借
り
な
な
い
と
ダ
メ
な
ん
だ
な
っ
て
気

づ
き
ま
し
た
。そ
う
し
て
今
日
の
ス
モ
カ

は
あ
り
ま
す
」。

今
や
、御
幣
島
の
風
景
の
一
部
に
も
な
っ

て
い
る
レ
ト
ロ
な
建
物
。そ
こ
で
は
最
先

端
の
歯
磨
剤
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。

インドは、近年経済が急成長しています。しかし、それ

に伴いデリー首都圏は人口が急激に増加し、公害問

題が発生してしまいました。いま、デリー市民は、自動

車の排ガス、建設工事の粉じん、野焼きによる大気汚

染公害に悩んでいます。そのため、近年デリーは中古

車の走行規制などの対策を行っています。インド名物

オートリキシャー（オート３輪のタクシー）は、市民の

最もポピュラーな移動手段ですが、これらを全て天然

ガス駆動車に変えました。また、日本の技術供与を受

け、世界一長い地下鉄（デリーメトロ）を作っています。

しかしながら、それでも大気汚染対策は間に合ってお

らず、PM10が200μg/㎥、PM2.5は100μg/㎥を超える

日があるという状況です。業を煮やしたデリー市民は

大気汚染公害訴訟を起こし、環境裁判所（NGT）に訴

えました。NGTは市民の訴えを認め、デリー首都圏政

府の対策は不十分であり、ディーゼル車の削減を中心

としたさらなる対策をとるように命じました。

ノスタルジックで最先端。
80余年、腕を磨いた歯磨きです

スモカ歯磨株式会社

スモカ歯磨株式会社

住所／御幣島1-3-9
電話／06-6471-0151
http://www.smoca.jp/

創業当時の商品。紙に包んだ
粉歯磨が主流の時代に、缶入
り潤製（湿り気のある粉状）
という斬新な歯磨だった。

高校、大学はラグビー部、現在も
ラガーマンという藤野社長。1991
年に入社し、2008年に父・洋一氏
から社長を受け継いだ。

工程ごとに別れた製造工場の
一角。従業員の方々に加え、お
よそ30名のパートの人たちが歯
磨剤づくりを行っている。

右は、タバコのヤニ取り歯磨
「歯磨スモカ赤 缶（パウ
ダー）」と葉緑素配合の「歯磨
スモカ緑缶（パウダー）」各
300円（税別）。左は、朝のホ
ワイトニングと夜の殺菌・歯
茎ケアという２種類を使い分
け る 新 発 想 の 歯 磨 剤
「Cosmion Whitening Paste 
& Stippling Gel」2本セット
2000円（税別）。

取材・文：藤原武志
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1996年9月11日に設立されたあお
ぞら財団。設立20年を目前に控え、
財団職員がそれぞれの切り口で、
これまでの20年を振り返ります！

にじゅうまるにじゅうまる！

あおぞら財団

リレー連載

道
路
・
交
通
環
境
に
関
わ
る
、

あ
お
ぞ
ら
財
団
の
２０
年
の
取
り
組
み

毎年開催されている「西淀川道路環境対策連絡会」

御堂筋サイクルピクニック

道路環境市民塾

タンデム自転車

（西淀川道路環境再生プランの提言）

エコドライブトラック

そ
の
1
）ど
う
す
れ
ば
西
淀
川

の
空
は
き
れ
い
に
な
る
の

西
淀
川
道
路
連
絡
会
の
取
り
組

み
か
ら

国
と
旧
道
路
公
団
と
の
和
解
に
お

い
て
は
、原
告
ら
が
損
害
賠
償
請
求

を
放
棄
す
る
の
と
引
き
換
え
に
、

国・旧
道
路
公
団
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
微

粒
子
を
含
む
汚
染
物
質
の
測
定
体

制
を
強
化
す
る
こ
と
、汚
染
の
激
し

い
道
路
沿
道
に
対
す
る
対
策
を
強

化
す
る
こ
と
、道
路
沿
道
の
公
害
対

策
を
検
討
す
る
連
絡
会
を
設
置
す

る
こ
と
な
ど
が
和
解
内
容
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

国
・
旧
道
路
公
団
・
原
告
が
参
加
し
、

毎
年
１
回
開
催
さ
れ
る
西
淀
川
道

路
環
境
対
策
連
絡
会（
以
下
、道
路

連
絡
会
）で
は
、大
型
車
の
交
通
量

の
削
減
、環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
実
施
、P
M
2.5
測
定
体
制
の
確

立
、先
進
的
な
環
境
対
策（
光
触
媒・

高
活
性
炭
素
に
よ
る
大
気
浄
化
等
）

導
入
、歌
島
橋
交
差
点
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、阪
神
高
速
で
実
施
さ
れ
て
い

る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
で

は
、国
道
43
号
や
3
号
神
戸
線
か
ら

5
号
湾
岸
線
へ
の
乗
り
換
え
を
促

す
た
め
に
環
境
負
荷
が
高
い
大
型

車
の
料
金
が
3
割
引
き
と
な
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、和
解
当
時
は
広
く

は
注
目
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
P
M

2.5
で
す
が
、常
時
測
定
が
全
国
に
先

駆
け
て
導
入（
2
0
0
4
年
度
に
国

道
43
号
大
和
田
西
交
差
点
局
、国
道

2
号
新
佃
公
園
前
局
に
設
置
）さ
れ
、

現
在
も
４
ヶ
所
で
稼
働
し
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
行
わ
れ
た
結
果
、

現
在
の
空
気
の
状
況
を
み
る
と
、環

境
基
準
の
一
つ
で
あ
る
二
酸
化
窒

素（
N
O
2
）は
、ゆ
る
や
か
な
減
少

傾
向
に
あ
り
、よ
う
や
く
基
準
の
上

限
値（
0.
0
6
p
p
m
）を
下
回

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。一
方
、

P
M2.5
は
未
だ
環
境
基
準
を
上
回
っ

て
お
り
、さ
ら
な
る
対
策
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、歌

島
橋
交
差
点
の
横
断
歩
道
撤
去
の

是
非
を
巡
っ
て
は
、双
方
の
意
見
が

平
行
線
の
ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

裁
判
の
と
き
か
ら
道
路
連
絡
会
に

関
わ
る
、現
あ
お
ぞ
ら
財
団
理
事
長

で
あ
る
村
松
昭
夫
氏
は「
道
路
連
絡

会
は
国
と
患
者（
住
民
）が
協
議
す

る
画
期
的
な
場
。対
立
す
る
場
面
も

あ
る
が
、互
い
に
粘
り
強
く
話
し
合

う
こ
と
で
一
つ
一
つ
実
現
し
て
き

た
。公
害
に
苦
し
め
ら
れ
た
地
域

だ
っ
た
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
先
進
的

な
施
策
を
導
入
し
、全
国
の
モ
デ
ル

と
な
る
環
境
先
進
地
域
に
し
て
い

言
研
究
会
で
1
9
9
8
年
7

月
に「
地
域
か
ら
考
え
る
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
道
路
〜
西
淀

川
道
路
環
境
再
生
プ
ラ
ン
の

提
言
〜
」を
作
成
し
、そ
の
後
も
、

こ
れ
を
具
体
化
す
る
形
で

P
a
r
t
6
ま
で
提
言
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。交
通
規
制
と
誘

導
策
、低
公
害
車
利
用
促
進
や

交
通
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

推
進
、先
に
述
べ
た
環
境
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
や
P
M
2.5
測

定
な
ど
を
訴
え
て
い
ま
す
。

P
a
r
t
6
で
は
、自
動
車
に

依
存
し
な
い
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
、

「
低
速
交
通
」と「
地
域
発
」を
謳
っ
て

い
ま
す
。村
松
理
事
長
は「
現
代
社

会
が
執
拗
に
追
い
求
め
て
き
た
高

速
交
通
で
は
な
く
、そ
の
対
極
に
あ

る
徒
歩
や
自
転
車
、公
共
交
通
な
ど

私
た
ち
の
身
近
な
低
速
の
交
通
手

段
を
出
発
点
に
し
た
地
域
発
の
交

通
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

そ
の
2
）低
速
交
通
の
す
す
め

西
淀
川
道
路
環
境
再
生
プ
ラ
ン

P
a
r
t
1
〜
6

道
路・交
通
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、

専
門
家
や
住
民
運
動
関
係
者
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
た
西
淀
川
道
路
提

人
と
人
が
ふ
れ
あ
い
、新
た
な
文
化

を
生
み
出
す
地
域
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
3
）私
た
ち
に
何
が
で

き
る
の
か
？

道
路
環
境
市
民
塾
、エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
や
自
転
車
な
ど
の
協
働
の
取

り
組
み

あ
お
ぞ

ら
財
団

で
は
、調

査
・
提
言

づ
く
り

に
と
ど

ま
ら
ず
、

様
々
な

人
と
の
協
働
で
具
体
的
な
活
動
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

2
0
0
3
年
度
か
ら
10
年
間
に
わ
た

り
、道
路
環
境
市
民
塾
で
は
、道
路
・

交
通
環
境
に
関
す
る
政
策
づ
く
り
や

各
地
域
で
の
人
材
育
成
の
た
め
の
参

加
型
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
運
営
委
員
が
企

画
・運
営
し
、様
々
な
テ
ー
マ
（
例
：

バ
ス
・自
転
車
、交
通
基
本
法
、道
路

特
定
財
源
、フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
な

ど
）を
取
り
上
げ
、講
師
を
招
い
て
の

講
演
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

ま
し
た
。そ
う
し
た
取
り
組
み
の
中

か
ら
、新
た
な
つ
な
が
り
や
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、大

阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
、行
政
、大
阪

大
学
と
連
携
し
た
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

事
業（
2
0
0
3
〜
2
0
0
9
）、自

転
車
文
化
タ
ウ
ン
づ
く
り
の
会

（
2
0
0
7
〜
）に
よ
る
自
転
車
イ

ベ
ン
ト
や
勉
強
会
・
提
案
づ
く
り
、

自
転
車
の
適
正
な
利
用
と
自
転
車

レ
ー
ン
の
設
置
を
求
め
る
御
堂
筋

サ
イ
ク
ル
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
開
催

（
2
0
1
1
〜
）、大
阪
で
タ
ン
デ
ム

自
転
車
を
楽
し
む
会（
2
0
1
2

〜
）を
通
じ
た
タ
ン
デ
ム（
二
人
乗

り
）自
転
車
の
普
及
な
ど
で
す
。

「
こ
れ
か
ら

の
地
域
交
通

は
、き
め
細

か
な
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
、

自
分
達
で
つ

く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
。

行
政
へ
の
要

望
だ
け
で
は
実
現
し
な
い
し
、夢
が

な
い
と
続
か
な
い
。地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
、多
く

藤

の
人
と
語
り
合
い
、試
行
錯
誤
す
る

こ
と
で
実
現
し
て
い
く
の
で
は（
村

松
理
事
長
談
）」。

今
後
も
、道
路
・
交
通
環
境
問
題
の

解
決
を
め
ざ
し
、持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
へ
の「
次
の
一
歩
」を
一
人

で
も
多
く
の
方
と
と
も
に
歩
ん
で

い
く
こ
と
が
、あ
お
ぞ
ら
財
団
の
使

命
で
す
。

西淀川区（出来島局）の二酸化炭素（NO2）の推移

環境ロードプライシング（阪神高速道路）
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西淀川地域でおきた大気汚染公害は、工場からのばい煙と車からの

排気ガスによる都市型複合大気汚染でした。その法的責任を問うた

め、1978年に提訴された西淀川公害裁判は、1995年に企業と、1998

年に国と阪神高速道路公団（当時）との間で和解が成立しました。

あおぞら財団では、大気汚染の原因の一つである、自動車からの排気

ガスを減らすために、道路や交通環境を改善していく取り組みを続け

てきました。これまでの取り組みを村松理事長とふりかえります。



あ
おぞ

ら  広場

【お問い合わせ】
ＴＥＬ : 06-6475-0111　ＦＡＸ : 06-6475-0114
ＵＲＬ : http://aozoraen.com/
運　営 : 社会福祉法人 あゆみ福祉会

ディサービスセンター

2006年10月1日にデイサービスセンターあおぞら苑は産声を上げました。
西淀川公害裁判で四半世紀命をかけて闘った患者さんや家族のみなさま
の思いが、ひとつの形になったのがデイサービスセンターあおぞら苑です。
公害患者さんも高齢になり日々の生活を援助するために、また地域のみな
さまが誰でも利用でき、「西淀川に住み続けて良かった。」と思えるように
との思いがたくさん詰まった場所にしたいと思い設立しました。

あおぞら御膳

あおぞらの湯

◆あおぞら苑（事業所番号 2791000090）
　〒555-0032 大阪市西淀川区大和田5丁目7番14号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）    利用人数：１日18人

◆あおぞら苑Ⅱ（事業所番号 2771002173）
　〒555-0031 大阪市西淀川区出来島1丁目2番4号
　開所曜日：月曜日～土曜日（祝日は開所）   利用人数：１日25人

広告

発行所：公益財団法人公害地域再生センター（あおぞら財団）
編集人：林 美帆 

〒555-0013 大阪市西淀川区千舟1-1-1あおぞらビル4階
TEL 06-6475-8885　FAX 06-6478-5885
http://aozora.or.jp/　webmaster@aozora.or.jp

デザイン：㈱バード・デザインハウス

会員の購読料は会費に含まれています。

本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
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公益財団法人 公害地域再生センター

あおぞら財団
Facebookページ
「いいね！」を
押してくださいね。

現在西淀川区内外55箇所で、廃油を
回収しています。回収団体募集中。

緑道散歩

ありがとうございます
（2016年6月～2016年8月　敬称略・順不同）

広告

スタッフツィッター 編集後記

●お助けボランティア
長洲　智子
山下　晴美

●寄附・寄贈者
早川　光俊
木野　達夫
松村　暢彦
西口　勲
吉田　巌
新井　真
石井　琢也
湯本　浩之
一般財団法人 淀川勤労者厚生協会
ポール・ジョバン
アジア砒素ネットワーク
王　燦発

西淀川菜の花プロジェクト
～エコでつながる西淀川～

【廃油回収量】
総合計37,633ℓ

（2009年7月から2016年9月まで）

2015年度 5,823ℓ
2014年度 7,064ℓ
2013年度 7,344ℓ
2012年度 6,472ℓ
2011年度 3,986ℓ
2010年度 2,509ℓ
2009年度 1,517ℓ 

入団のご挨拶

〈広告募集〉 企業・団体・個人の皆さま
あおぞら財団の活動周知のため

「りべら」発行部数増にご協力ください。

「りべら」は、あおぞら財団が取り組む環境活動やまちの情報を伝える機関紙として、年4回（季

刊）発行し、あおぞら財団会員様をはじめ、公共施設・店舗・各種施設にて配布しています。あおぞ

ら財団の活動拠点である大阪市西淀川区を中心に、環境問題や地域再生に取り組む様々な方々

に登場いただき、環境の取り組みやまちづくり活動の輪をつなぎ、広げていきたいと思います。

現在、より多くの方に読んでいただけるよう、発行部数増をめざしています。（1500部→3000部）。

あおぞら財団の活動趣旨に賛同いただき、ともに環境活動に取り組んでいただける企業・団体・

個人の皆さまから「広告費」という形での協賛をお願いできればと思います。いただいた資金は、

本「りべら」の紙面の充実・印刷費として活用させていただきます。あわせて定期購読、会員も募集

中です。どうぞ、ご協力お願いします。

【りべら広告掲載費】
中面1／9頁：1万円／回
中面1／3頁：3万円／回
中面全面：9万円／回

お問合せ先：あおぞら財団まで
　　　　　 TEL06-6475-8885

10月から財団の職員になりました。今までは特別

研究員として働いていましたので、私のことをご存知の方もおられると

思います。

私が財団の職員になった理由の一つは、西淀川の交通問題に真摯に

取り組みたいということです。私は、もともと土木工学を専攻としてお

り、「道路」は生活の礎であるという誇りを持っていました。しかし、6年

前に道路連絡会に初めて出席した際、その誇りが砕かれました。生活

を豊かにするはずの道路が人々の生活をふみにじっていることに打ち

ひしがれ、土木工学を学んだ人間の一人としてこの問題を見過ごすこ

とはできないと感じました。道路交通の問題の解決は大変難しいもの

ですが、患者さんたちの思いを道路政策に反映できるようにがんばり

たいです。

プライベートでは、私には5歳と12歳の娘がいます。子どもたちは親のダ

メなところも良いところも真似して育つものなので、親が子どもに何を

言うかよりも親自身がどう行動するのかということの方が大事なよう

です。今後は、財団の職員として働く姿を、社会人のモデルの一つとし

て子どもたちにみせていきたいと思っています。

財団では、道路連絡会をはじめ、自転車まちづくり、環境保健、みてアー

トなどを担当する予定です。私自身がいろんなことを学びながら、西淀

川のよりよい未来につながる活動をしていけたらと考えています。新人

らしい新人ではないですが、どうぞよろしくお願いします。9月に職場体験に来てくれた歌島中学生が撮った写真です。

カメラの操作に四苦八苦していたのですが、こんなにきれい

にとれました！この花、なんて名前でしょう？

西淀川区内を貫く全長3.8kmの大野
川緑陰道路。区民いこいの緑道の風景
を紹介します。

エコでつながる

西淀川推進協議会

事務局：

浜田化学株式会社西淀川事務所

０６-６７３２-９６５８

谷内　久美子（たにうち くみこ）

あおぞら財団20周年の記念事業を行わないので、

せめて『りべら』だけでもと願い、企画しました。ヒ

アリングや、事業まとめの作業はこれまでを「言葉

にする」作業で、言葉になると、気持ちのおさまりどころがで

きるのだと実感した日々でした。ここに歴史を綴る意味があ

るのだと納得。

林

野里小学校での防災の授業の様子
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